
推
委

6-
2-
２

-③

国
際
連
携
の
強
化

国
際
連
携
活
動
に
つ
い
て

20
19
年
６
月
５
日

第
６
回

SI
P第

2期
自
動
運
転

(シ
ス
テ
ム
とサ
ー
ビス
の
拡
張

)推
進
委
員
会

報
告
資
料



自
動
運
転
に
関
す
る
日
独

/E
U連

携
に
つ
い
て

１
．
日
独
連
携
に
関
す
る
最
近
の
動
き

(1
)専
門
家
ワ
ー
クシ
ョッ
プ

(1
7年

11
月

@
SI

P-
ad

us
東
京
、1

8年
9月

@
コペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

)
〇
ヒュ
ー
マ
ン
ファ
クタ
ー
、社

会
経
済
便
益
に
係
る
イン
パ
クト
評
価
、検

証
・モ
デ
リン
グ
・シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン
、サ
イバ
ー
・セ
キ
ュリ
テ
ィ等

の
分
野
に
お
け
る
研
究
開
発
に
つ
い
て
意
見
交
換

(2
)ス
テ
ア
リン
グ
委
員
会

(1
9年

1月
31
日

@
テ
レ
カン

)
○
日
独
連
携
の
枠
組
み
とし
て
、内

閣
府
とB

M
BF
が
共
同
で
新
た
に
設
置
した
ス
テ
ア
リン
グ
委
員
会
の
も
とで
、自

動
運
転
に
関
す

る
研
究
開
発
の
連
携
に
つ
い
て
検
討

(3
)日
独
首
脳
会
談

(2
月

4日
@
東
京

)
○
自
動
運
転
等
分
野
で
の
共
同
研
究
の
強
化
を
確
認

〇
日
独
首
脳
会
談
を
受
け
、内

閣
府
及
び

BM
BF
は
、ス
テ
ア
リン
グ
委
員
会
に
お
け
る
両
国
の
専
門
家
に
よ
る
技
術
的
議
論
を
踏
ま

え
つ
つ
、ま
ず
は
、自

動
運
転
に
関
す
る
「ヒ
ュー
マ
ン
ファ
クタ
ー
」、
「社
会
経
済
イン
パ
クト
評
価
」の
２
分
野
に
て
共
同
研
究
を
開

始
(日
独
共
同
プ
レ
ス
リリ
ー
ス
を
発
出

)

(4
)日
独
科
学
技
術
合
同
委
員
会

(2
月

6日
@
東
京

)
〇
自
動
運
転
に
関
す
る
日
独
連
携
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告

(5
)葛
巻

PD
とB

M
BF
との
意
見
交
換

(4
月

4日
＠
ブ
リュ
ッセ
ル

)
○
共
同
研
究
の
フォ
ロー
ア
ップ
、S

IP
-a

du
s 

W
or

ks
ho

p2
01

9に
向
け
た
調
整
等

(6
)独

BM
BF
カル
リチ
ェク
大
臣
来
日
時
の
平
井
科
学
技
術
政
策
担
当
大
臣
との
会
談

(4
月

15
日
＠
東
京

)
○
国
際
協
力
、国

際
標
準
化
の
重
要
性
を
確
認
し、
東
京
臨
海
部
実
証
実
験
へ
の
独
企
業
等
の
参
加
の
慫
慂
、共

同
研
究
の
分

野
の
拡
大
等
に
つ
い
て
議
論

１



自
動
運
転
に
関
す
る
日
独

/E
U連

携
に
つ
い
て

２
．
日

EU
連
携
に
関
す
る
最
近
の
動
き

(1
)葛
巻

PD
と欧

州
委
員
会
との
意
見
交
換

(1
8年

4月
@

TR
Aウ
ィー
ン
、1

8年
11
月

@
SI

P-
ad

us
東
京

)
〇
欧
州
委
員
会

M
rs

. C
la

ra
 d

e 
la

 T
or

re
, T

ra
ns

po
rt

 D
ire

ct
or

, D
G-

RT
D
との
間
で
意
見
交
換
。情

報
交
換
、研

究
者
交
換
、共

同
研
究
等
に
よ
る
も
の
の
他
、東

京
臨
海
部
実
証
実
験
へ
の
参
加
等
に
よ
る
連
携
も
模
索
。

(2
)日

EU
協
力
の
レ
ター
交
換

(1
8年

12
月
、1

9年
1月

)
〇
日
本
の

SI
P-

ad
us
の
下
で
実
施
され
て
い
る
プ
ロジ
ェク
トと

EU
の

H
or

iz
on

20
20
の
フレ
ー
ム
ワ
ー
クプ
ログ
ラム
の
下
で
実
施
さ

れ
て
い
る
プ
ロジ
ェク
ト間

の
連
携

(T
w

in
ni

ng
等

)を
進
め
る
こと
とし
た
。

(3
)葛
巻

PD
に
よ
る
駐
日

EU
代
表
部
の
主
催
に
よ
る
在
京
科
学
技
術
ア
タッ
シ
ェ等
の
会
合
に
お
け
る

SI
P-

ad
us
の
レ
クチ
ャー

(3
月

15
日

@
東
京

)
(4

)葛
巻

PD
に
よ
る

EU
 C

AD
に
お
け
る
登
壇

(4
月

3日
@
ブ
リュ
ッセ
ル

)
(5

)葛
巻

PD
、国

際
連
携

W
G
天
野
副
主
査
等
と欧

州
委
員
会
との
意
見
交
換

(4
月

4日
@
ブ
リュ
ッセ
ル

)
〇

Tw
in

ni
ng
等
の
枠
組
み
を
活
用
した
日

EU
連
携
の
具
体
化
、S

IP
-a

du
s

W
S、

IT
S世

界
会
議
等
の
機
会
を
活
用
した
ワ
ー

クシ
ョッ
プ
の
開
催
等
に
つ
い
て
検
討

３
．
今
後
の
予
定

(1
)独
、E

Uと
も
に
自
動
運
転
に
関
す
る
国
際
会
議
等
の
際
に
積
極
的
に
意
見
交
換
等
を
行
うと
とも
に
、S

IP
-a

du
s

W
S等

の
機
会

を
活
用
した
専
門
家
ワ
ー
クシ
ョッ
プ
等
に
よ
り連

携
の
推
進

(2
)独
との
間
の
共
同
研
究
の
フォ
ロー
ア
ップ
、ス
テ
ア
リン
グ
委
員
会
の
開
催

２



SI
P-

ad
us

 W
or

ks
ho

p 
20

19
に
つ
い
て

テ
ー
マ

(調
整
中

):
1.

 R
eg

io
na

l A
ct

iv
iti

es
2.

 F
ie

ld
 O

pe
ra

tio
na

l T
es

ts
&

N
ex

t G
en

er
at

io
n 

Tr
an

sp
or

t
(ト
ヨタ
自
動
車
株
式
会
社

先
進
技
術
開
発
カン
パ
ニ
ー
先
進
技
術
統
括
部
南
方

真
人
技
範
、

筑
波
大
学
国
際
産
学
連
携
本
部
川
本

雅
之
教
授

)

3.
 H

um
an

 F
ac

to
rs

(産
業
技
術
総
合
研
究
所
北
﨑
智
之
自
動
車
ヒュ
ー
マ
ン
ファ
クタ
ー
研
究
セ
ン
ター
長

)

4.
 C

yb
er

se
cu

rit
y 

in
cl

ud
in

g 
So

ftw
ar

e 
Up

da
te

 M
an

ag
em

en
t S

ys
te

m
(ト
ヨタ
自
動
車
株
式
会
社
コネ
クテ
ッド
カン
パ
ニ
ー
コネ
クテ
ッド
先
行
開
発
部
今
井

孝
志
部
長

)

5.
 S

af
et

y 
As

su
ra

nc
e

(ト
ヨタ
自
動
車
株
式
会
社
Ａ
Ｄ
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｄ
－
３
安
全
・機
能
安
全
Ｇ

r谷
口

悟
史
グ
ル
ー
プ
長

)

6.
D

yn
am

ic
 M

ap
(東
京
大
学
空
間
情
報
科
学
研
究
セ
ン
ター

中
條

覚
客
員
研
究
員

)

7.
Co

nn
ec

te
d 

Ve
hi

cl
es

(マ
ツダ
株
式
会
社
Ｒ
＆
Ｄ
技
術
管
理
本
部
開
発
調
査
部
小
川
伯
文
主
幹

)

第
6回

SI
P-

ad
us

 W
or

ks
ho

p

期
日

:
20

19
年

11
月

12
日

–1
4日

会
場

:
国
際
交
流
館

プ
ラ
ザ
平
成

３



SI
P-

ad
us

 W
or

ks
ho

p 
20

19
Br

ea
ko

ut
 W

Sの
論
点
に
つ
い
て

テ
ー
マ

Br
ea

ko
ut

W
Sの
論
点

Fi
el

d
O

pe
ra

tio
na

l
Te

st
s

&
N

ex
t

G
en

er
at

io
n

Tr
an

sp
or

t
Ba

rr
ie

rs
to

de
pl

oy
au

to
m

at
ed

dr
iv

in
g

ve
hi

cl
es

an
d

au
to

m
at

ed
ve

hi
cl

e
se

rv
ic

es
1)

Re
m

ai
ni

ng
is

su
es

an
d

so
lu

tio
ns

fo
r

th
e

pr
ob

le
m

s
2)

M
ea

su
re

m
en

t
of

th
e

de
gr

ee
of

pu
bl

ic
ac

ce
pt

an
ce

,
th

ro
ug

h
lo

ng
te

rm
FO

Ts
(1

ye
ar

or
lo

ng
er

)
3)

Th
em

es
fo

r
in

te
rn

at
io

na
lc

oo
pe

ra
tio

n
am

on
g

FO
Ts

H
um

an
Fa

ct
or

s
1)

H
um

an
Fa

ct
or

is
su

es
in

M
ob

ili
ty

-a
s-

a-
Se

rv
ic

e
?

2)
H

um
an

Fa
ct

or
is

su
es

fo
r

Le
ve

l4
ve

hi
cl

e
au

to
m

at
io

n
3)

D
riv

er
M

on
ito

rin
g

Sy
st

em
(D

M
S)

;
im

po
rt

an
ce

,d
riv

er
st

at
es

to
be

m
on

ito
re

d
an

d
in

te
rn

at
io

na
ls

ta
nd

ar
di

za
tio

n
Cy

be
rs

ec
ur

it
y

in
cl

ud
in

g
So

ft
w

ar
e

U
pd

at
e

M
an

ag
em

en
t

Sy
st

em

1)
 S

ta
tu

s 
of

 le
gi

sl
at

io
n 

pr
oc

es
s 

an
d 

fu
tu

re
 re

se
ar

ch
 a

re
as

2)
 S

ta
tu

s 
an

d 
D

em
on

st
ra

tio
n 

of
 te

st
be

d 
ac

tiv
iti

es
 b

y 
ac

ad
em

ia
3)

 V
 p

ro
ce

ss
 o

f s
ys

te
m

 d
ev

el
op

m
en

t b
y 

se
cu

rit
y 

ve
nd

er
s

Sa
fe

ty
A

ss
ur

an
ce

Af
te

r
sh

ar
in

g
th

e
in

ve
st

ig
at

io
n

fr
am

ew
or

k
an

d
ou

tp
ut

of
ac

tiv
iti

es
fr

om
ea

ch
in

du
st

ry
le

ad
er

s
at

th
e

op
en

se
ss

io
n,

an
d

fo
llo

w
in

gs
at

th
e

Br
ea

ko
ut

Se
ss

io
n,

1)
Pr

es
en

ta
tio

ns
on

fr
am

ew
or

k
an

d
ac

hi
ev

em
en

tt
o

da
te

by
in

du
st

ry
le

ad
er

s
2)

Id
en

tif
ic

at
io

n
of

th
e

cr
os

s
co

un
tr

y/
co

nt
in

en
t

co
lla

bo
ra

tiv
e

to
pi

cs
w

hi
ch

ar
e

no
t

co
ve

re
d

by
IS

O
/S

AE
3)

D
is

cu
ss

io
n

on
ho

w
to

re
al

iz
e

th
e

cr
os

s
co

un
tr

y/
re

gi
on

ac
tiv

iti
es

D
yn

am
ic

M
ap

1)
Re

qu
es

ts
an

d/
or

co
m

m
en

ts
fo

r
th

e
FO

T
on

20
19

-2
02

0
2)

Ex
pe

ct
at

io
ns

fo
r

th
e

ne
xt

st
ep

(F
O

T
on

20
21

-2
02

2)
3)

Th
e

w
ay

to
en

ha
nc

e
th

e
in

te
rn

at
io

na
lc

oo
pe

ra
tio

n
Co

nn
ec

te
d

Ve
hi

cl
e

1)
Pe

rf
or

m
an

ce
re

qu
es

tf
or

co
nn

ec
tiv

ity
fr

om
m

an
uf

ac
tu

re
rs

2)
In

fo
rm

at
io

n
sh

ar
in

g
on

th
e

la
te

st
de

ve
lo

pm
en

t
3)

In
ve

st
ig

at
e

fu
rt

he
r

fo
r

th
e

ro
le

of
m

ob
ile

ne
tw

or
k

４
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